
TOPICSTOPICS

12

防
災
科
研
NEWS

13

防
災
科
研
NEWS

　地震災害のもたらす悲惨さ、経済的

損失の大きさは、先日のインドで起き

た大地震による被害で改めて認識させ

られたところです。日本では､阪神･淡

路大震災のあと、地震に関する研究・

調査を強力に進めるため、基盤的な観

測などに大きな努力がはらわれ、地震

災害のメカニズムの解明や災害予測・

予知へ着実な成果を上げつつあります。

　これらと平行して、地震発生時に一

般国民や防災機関等の災害軽減に直接

役立ち、具体的な行動に結びつく研究

・開発に、平成13年度から新たに取り

組むことにしました。すなわち、研究

の成果、地震データを、国民一人ひと

りの生命の安全や安心に結びつく情報

としていこうというものです。防災に

係わる機関が必要とするリアルタイム

地震情報・データを、必要とするタイ

ミングで伝達し、利用していただくこ

とが目的です。私たちは、お使いいた

だく皆様と一体になって、この計画を

進めようとしています。地震災害をで

きるだけ少なくするため、積極的な参

加をお願いいたします。

（プロジェクトディレクター

　藤縄幸雄）

地図の作成を施策の中心課題の１つと

して位置づけています。防災科学技術

研究所では、地震調査研究推進本部を

支援し、地震動予測地図作成が円滑に

行われるように、地震動予測地図作成

手法の研究に取り組みます。この研究

では、全国を概観し、ある一定期間内

に、ある地域が強い地震動に見舞われ

る可能性を、確率を用いて予測した地

図（確率論的地震動予測地図）と、想

定した特定の震源断層が動いた場合を

モデル化して、震源断層周辺域の地盤

の揺れの分布を予測した地図（シナリ

オ地震地震動予測地図）の２種類の地

震動予測地図の作成に関する研究を行

います。さらに、作成された地図をイ

ンターネット等により公開するための

システムづくりもあわせて行います。

（プロジェクトディレクター

　藤原広行）

　このEE-Netが完成しますと、q実大

規模の震動破壊実験の記録を用いて、

過去の震動破壊実験を短時間で再現で

き、w実大規模の震動破壊実験をベー

スとした、異なる条件の構造物耐震シ

ミュレーションを迅速に実施すること

によって、e耐震性の高い構造物の設

計コストを大幅に削減することなどが

可能になり、技術革新に寄与すること

が期待されています。

（プロジェクトディレクター

　大谷圭一）

　日本は、明治以来営々と治山治水事

業を進めてきました。しかし、想定規

模を超える豪雨による大水害が最近頻

発しているように、水害はいっこうに

なくなりません。それどころか、水害

は時代とともに姿を変え、その脅威を

増しています。

　このプロジェクトでは、21世紀、私

たちが健康で豊かな生活を安定して送

れるように、いつ襲ってくるか分から

ない水災害の脅威（リスク）との賢い

つきあい方を研究します。治水構造物

による被害軽減策だけではなく、「災

害による被害を軽減するための社会の

仕組み」を考え、災害に強い社会をつ

くろうというものです。この仕組みは

地球、国、地域、個人というさまざま

なレベルで考えられます。また、従来

にない柔軟性や､持続可能な社会､経済、

環境､効率､負担の公平性という視点も

取り入れます。このために、社会科学

者と自然科学者が一体となって、いろ

いろな観点から総合的に研究します。

　防災科研では、2000年東海豪雨の被

災地住民を対象とし、水害対策に対す

る考え方をたずねたアンケート調査を

行いました。住民も水害被害軽減には

複合的な対策が不可欠で、住民参加や

リスク情報の開示、地域や個人レベル

での防備が必要だと考えていることが

分かります。複合的な防災対策を推進

　地震調査研究推進本部では、「地震

調査研究の推進について－地震に関す

る観測、測量、調査及び研究の推進に

ついて－」（平成11年４月）において、

今後10年間程度で、国として取り組む

べき地震調査研究として、地震動予測

東海水害被災地アンケート調査結果から

地震動予測地図作成手法の研究

リアルタイム地震情報の伝達･利用に関する研究

災害に強い社会システムに関する実証的研究
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地震防災フロンティア研究センター

　地震防災フロンティア研究センター

は、「都市を地震災害から守る方法」

を研究することを目的としています。

このセンターは、1998年１月に兵庫県

三木市に開設されました。当初は理化

学研究所の研究システムの一環として

設立されましたが、2001年４月、防災

科学技術研究所の一組織として新たな

スタートを切りました。

　1995年に発生した阪神・淡路大震災

の衝撃は、「日本の地震防災対策は世

界一である」と考えていた多くの人々

の認識に疑問符をつきつけるものでし

た。それはまた、主として工学的な耐

震技術に頼っていた地震防災体制を、

物理的課題・社会的課題・情報的課題

を総合的に解決する仕組みに構築し直

すことが急務であることを示したと言

えます。本センターは、このような総

合的視野を持って防災研究を進める場

です。

　地震防災フロンティア研究センター

の中期目標は、

(1)地震災害過程の総合シミュレーショ

　ンに関する研究

(2)地震時危機管理のための情報システ

　ムに関する研究

(3)都市構造物の地震時破壊機構と都市

　の脆弱性評価に関する研究（物理的

　課題）

(4)地震防災方策に関する研究

の４項目を柱としています。これらの

研究を､災害過程シミュレーションチー

ム、災害情報システムチーム、破壊・

脆弱性評価チームの３チーム、および

「アジア･太平洋地域の地震･津波災害

軽減のための国際共同研究グループ」

を核として進めています。

（センター長　亀田弘行）

できる社会システム実現へ向かって、

研究を始めます。

（プロジェクトディレクター

　福囿輝旗）

　自然災害は、まれに発生する強い破

壊力を持つ自然現象が引き起こします。

長い時間の中で、地球規模の気候は変

化しますから、強い破壊力を持つ現象

が発生しやすい時代もあれば、穏やか

な時代もあります。これに加えて、近

年、人間活動の影響を受け気候が変化

することが分かってきました。現時点

ではまれと思われる異常気象が、将来

はまれではなくなるかもしれません。

そこで、社会を安全に保つために、人

間社会に大きな影響を及ぼす台風や少

雨の長期変動を調べ、その影響を評価

することを今後の５年間の目標として

研究を行います。

　将来における異常気象の変動は、大

気や海洋の運動、降雨現象などを数式

で表し（数値モデルといいます）、計

算によって予測する以外に方法があり

ません。私たちは今、このような数値

モデルを開発中ですが、すでに数値モ

デルが作り出したバーチャルな気候の

中で台風などの消長を観察できること

を確認しています。数値モデルをさら

に改良して、今後は、数値計算によっ

て、異常気象とそれがもたらす災害の

長期的な変動を明らかにします。

（プロジェクトディレクター

　米谷恒春）

全球水文過程における災害予測に関する研究

私たちが開発した数値モデルが作った台風。下から海面での気圧分布、高度それぞれ約3km､5.5km､7kmでの水蒸気の分
布状況。矢印で示したところに台風が生まれています。


